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地域金融機関としての信用金庫の役割
The Role of Sinkin Bank as Local Financial Institution
講師　森 　 映 雄
（早稲田大学名誉教授）
１．はじめに
2011年３月末における信用金庫の業態別預金・貸出金シェアーは各々11.6％、12.0％（金融ジャ
ーナル社「金融ジャーナル」2011.12増刊号）と、信用金庫は一定の機能を果たしている。群馬県
内信用金庫のそれは、全国平均に比べ高く、各々16.2％、23.1％で、近年上昇傾向にある。県内信
用金庫の安全性・機能上評価が高いことの証左でもある。
ところで、2011年の貸出金残高を1995年比でみると、大手行、地銀、第２地銀、信金、信組では
各々0.756、1.203、0.835、0.938、0.495と地銀を除いて貸出金残高は低下している。信金の貸出残
高は1995年679,157億円から2011年637,550億円と低下している。
信用金庫は、顧客面・営業エリア面で２重の制約性下にある中小企業専門の協同組織金融機関で
ある。その貸出先は2011年度末10.6％（その内10.4％が地方公共団体向け、0.2％が卒業生企業向け）
の員外貸出を除いて中小・零細会員企業に向けである。その顧客企業は零細で、東京都信用協会資
料から推測すると、その78.1％が従業員数９人以下の零細企業である。その営業エリアは、大都市
部を除いて殆どが都道府県内に限定されており、地域経済状況の影響を一層受けやすい。
２．信用金庫の現況－その預貸率・預証率
2ｰ1．信用金庫の預貸率の低下要因．
各金融機関とも近年預貸率を低下させているが、信用金庫は1991年度73.4％、2010年度52.8％と、
他業態機関、殊に地方銀行（72.9％－72.1％）第２地銀（77.0％－75.1％）より減少幅がより大きい。
その低下要因にａ）マクロ経済的要因、ｂ）信用金庫に特有な要因がある。
ａ）マクロ経済的要因．
ａ–1）産業のグローバル化の進展。日本経済の低成長下の中で、企業が生産拠点を海外に求め
た。その結果、いわゆる、「地域産業空洞化」を招き、地域経済疲弊化が生じた。
ａ–2）他業態機関との競争の激化。金融自由化の過程で都銀・地銀が中小企業向け貸出に積極
化したし、信用金庫の優良な顧客が経済のグローバル下で海外情報等情報優位な金融機
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関を選好したこと、それら地域企業との一時的にも長期顧客関係を断絶したことも信用
金庫に情報収集・解析面でも逆風となった。
ｂ）信用金庫に特有な要因．
ｂ–1）資金需要の低下。信用金庫の顧客の大部分を占める零細企業が景気停滞の中で見込まれ
るキャシュ・フローの範囲内で資金を需要する。それら企業は長期安定資金の獲得上資
金需要を弱めたし、それら零細企業の廃業率＞起業率の一因に作用した。
ｂ–2）信用金庫のクレジット・クランチ。信用金庫の不良債権比率上昇は、その経営安全性評
価を下げ、資金調達の量的困難性・コスト上昇を招来する。それを回避すべく信用金庫
はレンディング・ビュ－の考えに立脚し、信用供給を抑制した。
ｂ–3）信用金庫の貸出手法への疑問。信用金庫は「関係密着型貸出」をしてきたと主張する。
貸手と借手間には２次元不確実性－借手企業の経営の不確実性とその事業成果の将来性
の不確実性－がある。信用金庫の云う「関係密着型貸出」は前者の不確実性に備えるも
ので後者の不確実性に対処するものでなかった、と思慮される。零細企業には事業の将
来性情報の収集・解析能力が低いし、情報コストが高いのに対し、信用金庫は諸種の企
業に亘る多数企業との取引関係などから情報の優位性があるにも拘わらず、信用企業が
提供機能を十分に果たしてきていない。さらに、信用金庫の１貸出先貸出金額を他業態、
殊に第２地銀の中小企業・個人向けのそれとを91、96、01年度で比較すると、前者は
各々12.7、8.7、9.3百万円、後者は各々10.6、2.8、10.5百万円であった。また、91、96年度
個人企業を含む個人向け貸出では第２地銀の１件当たり貸出額は各々0.9、0.9百万円に対
し、信用金庫それは4.5、2.9百万円であった。（資料：日本銀行「経済統計月報」）数値は
平均値であることなど諸留保条件を付けなければならないが、信用金庫が規模の効率性
の追求から零細企業より中堅企業への融資を選好したのではないかという疑問が生じる。
2ｰ2．預証率の上昇．
預貸率低下の裏返しに信用金庫の預証率が上昇している。信用金庫の収益は、資金運用純収益、
役務取引等純収益、有価証券純収益からなる。資金運用純収益は、62年度を除いて収益構成の
100％を超えている。それに対し有価証券純収益は信用金庫全体で経年マイナス値をとり、しかも
変動性が高く、信用金庫の収益性の向上、経営の安定性には寄与していない。預貸率低下による資
金運用純収益の低下を有価証券運用純収益で補完する考えは、市場金利変動リスクや流動性リスク
考慮すると、必ずしも正鵠ではない。
「証券化」には良い証券化と悪い証券化がある。サブプライム・ローンを端緒にした金融危機の
ように、市場参加者、特に証券化のオリジネイタ－や信用格付け機関によるモラルハザードが発生
する場合、また市場参加者間に情報の非対称性がある場合、悪い証券化が発生し、それによる損失
を被る可能性が高い。低市場金利下、個別信用金庫には情報収集・解析コストが高く、有価証券投
資純収益の獲得に危険性がある。
地域金融機関としての信用金庫の役割（森）
－ 117 －
３．信用金庫に求められること
3–1．将来に向けた信用金庫の行動．
企業のソフト情報を入手し、その経営の不確実性を解消するだけでなく、企業の事業成果の不確
実性を解消するため借手零細企業の価値創造性を高める情報生産機能が信用金庫に求められる。す
でに個別信用金庫でも試みられている産学官協同、異業種との交流、地域経済計画の立案・実施、
地域制約性を打破すべく他地域信用金庫との連携を主体的に・積極的に一層実行することは、地域
経済と信用金庫に正の相乗効果をもたらそう。
証券化による影響を回避するため信用金庫は情報能力を高める必要がある。しかし、個別信用金
庫に人的能力に限界があるのが実情である。その制約を抱える信用金庫は有価証券運用に関し中央
機関等との協同組織を模索することが求められよう。
3–2．金融政策だけで？
金融政策に関連し「馬を泉に連れて行くことが出来るが、水を飲ませることは出来ない」という
言葉がある。一方で、泉に必要な水がなければ、馬が水を飲みたくとも飲ませられない。その意味
で中小企業金融円滑化法を含む現在の金融緩和策は、それがモラルハザードを惹起する弊害を持た
ないならば、是認されよう。しかし、馬に水を飲ませるのには金融政策だけでは対処できない。
経済のグローバル化の進展を停めたり、逆転させることは出来ない。国内的に人口減少社会と高
年齢化社会の到来は必至であろう。そうした構造的変化に対して産業政策も同時に伴わなければ、
金融政策だけでもって地域経済の困難は解決出来ないであろう。
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